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ー中

嶋郁雄

九
月
十八 、
十九
の
両

目、
由
緒
あ
るウィ
ーン

市
庁舎
で
開会
中の国
際

会
識
に
出
席
の
た
め、

今 、
オ
ー

ストリ
アに
滞

在し
ている。
今
回
安冨

識
は
シン
ガ
ポ
ール

に
本

拠を卸
くア
ジ
ア・
ヨ
ー

ロッパ
財
団

がオ
ー

スト

リ
ア
の中
国・
出南
アジ

一一
五
九日目
誠一郎尚一叫
ア

リレ
i
コ
ラ
ム

ア
研
究
所

と共催
した
も

在
し
てい
て
気づ
い
た
と

の
で、
そ
の
テ
1
マ
は

と
を也い
て
みたい。

「
アジ
ア
とヨ
ーロッパ

開会の
挨
‘をし
たウ

の家族、

社会お
よ
び
問

ィ
l
ン
市
長
に
よれ
ば、

家
に
対
す
る
個
人
の
役

ウィ
ーン

は
財
政
難
の中

制」
とい
うユニ
ー
ク
な

でも、乙
の
美
しい
都市

も
の
で
ある。

今
日
の
午
前
中は
「
西

欧
個
人
主
義
と儒
教
文
化

に
対
す
る
日

本
人
の
対

応」
と題
し
て私
が
墾口

し
た。
乙
宏
譲
の中味

につ
い
ては、
別

の機会

に
撮る
こ
ととし
て、
と

こ
で
は会
品
前後の
数日

間 、
オ
ー

ス
トリ
アに
滞

を
い
か
に
保
持
し
てゆく

か
に
大い
に
揚
力
し
てい

る
とい
う。
それ
ら
の努

均は
、

ホ
テル
での
敏い

に
も表
われ
ている
のが

聞象的だっ
た。
私
の宿

以 タ石のの泊 � �� ＇”が プ 鹸石む�し長
仰 に は畿税テた 三。
えも洗がルホ
ち 液画置なテ；：お
れ体所いのル ；；；＂ ＂
て右にでには ーい鹸もな 、四一てのパい 固 ツ
無詔ス 。型星 L

だもの乙た換けタホと 。すでオテのこる交 ルルよれ 主
換ものうち :ti 1m 
す －�よだは r '"' 

る寸ょうが 、 ど
f仰i.- 、 些さに
ξ ち 右 目 霜？あにたi験本な っ

ウ
ィ

ー
ン

で

感

じ

た

こ

と

駄を
はぶい
ている
の
だ

が、
こ
れ
ら

の措置
も
資

源
の

保睦と
公害
防
止
の

た
め
だ
とさ

りげな
く
措

い
で
ある。

同様にタ
オ

ル
矧
も使っ
た
分
だ
け交

比べ
れ
ば、
い
か
に有益

なこ
とか。
こ
うし
てオ

ー
ストリ
アの
閣
民
は、

皆
が

環境の保
全と
長化

に

協力し
てい

るよう
に

思わ
れる。

一
方、
今回 、
ウィ
1

り
もずっ
と裕
福
である

ン
と
その郊外
に

滞事レ

が、
生
活
環境
とい
う
点

てみ
て、
どこへ
行っ
て

では
ま
だ
ま
だ後進
的
だ

も
トイレ

が本当に
m潔

と蕗わ
ざ

るを仰な
い。

である
と
とに
改め
て感

日本中が
オ
ー

ストリ
ア

心し
た。
公
園やド
ラ
イ

のようになる
には、
な

プ
イン
の
公衆
トイ
レ
も

お
道
は遣い
よう
に思わ

まっ
た

くぬい
がない
ば

れる
の
で、

せめ
て間
際

かり
か、
と

ても掛屈
な

都

市を目

指す訟

本市だ
叫

の
である。
こ
れら
の笹

け
でも、
ウィ
ー
ンの
よ
私

見は、
い
ずれもオ
1ス

うにな
れない
も
のか
と

トリ
ア
人

の合理
的な
国

感
じた
の
であっ
た。

民
性
と美的セ
ンス
の
反

（
東京外
国
語大
学
長H
ム

映
とし
て印
象深い。

松

書出
身）

一
。

今回
の
円本は、

時桝

一

的に
はオー
スト
リ
アよ

レ川ソ
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